
第１条 　社会福祉法人長生会が開設する豊仙苑居宅介護支援事業所（以下「支援事業所」と
いう。）が行う居宅介護支援事業（以下「事業」という。）の適正な運営を確保するために
人員及び管理、運営に関する事項を定め、事業所の介護支援専門員が要介護状態又
は要支援状態にある高齢者に対し、適正な居宅介護支援を提供することを目的とする。

第２条 　事業所は、市町からの委託を受けて、要介護認定に係る訪問調査を実施するものとす

2 　事業所は、要介護者が・保健・医療・福祉サービスを適切に利用できるよう、要介護者
等の依頼を受けて居宅サービス計画を作成するとともに、その計画に基づいてサービス
の提供が確保されるよう、事業者との連絡調整、介護保険施設の紹介その他の便宜の
の提供を行うものとする。

第３条 　事業を行う事業所の名称及び所在地は、次のとおりとする。
豊仙苑居宅介護支援事業所
静岡県磐田市敷地８３番地９

第４条 　事業所に勤務する職員の職種、員数及び職務内容は次のとおりとする。
  １人

管理者は、事業所の従業者の管理及び業務の管理を一元的に行う。
（２）　介護支援専門員 　1人以上

介護支援専門員は、居宅サービス計画を作成するとともに、事業者との連絡
調整、介護保険施設の紹介等を行う。
当該常勤の介護支援専門員の配置は利用者の数44人に対して一人を標準
とするものとし、利用者の数が44人又はその端数を増すごとに増員するもの
とする。増員に際しては非常勤の介護支援専門員を当てる場合もある。

（3）　事務職員 常勤（兼務）  1人
保険請求事務及び一般経理事務を行う。

第５条  事業所の営業日及び営業時間は、次のとおりとする。

月曜日から金曜日までとする。ただし、１２月２９日から１月３日までは除く。

午前８時３０分から午後５時３０分までとする。

第６条  居宅介護支援の内容は次のとおりとし、居宅介護支援を提供した場合の利用料の額
は、厚生労働大臣が定める基準によるものとする。

①事業所は、介護支援専門員に居宅サービス計画の作成に関する業務を担当させるも
のとする。
②介護支援専門員は、居宅サービス計画の作成の開始にあたっては、公正中立に当該
地域における指定居宅サービス事業者等に関するサービスの内容、利用料等の情報を
適正に利用者又はその家族等に対して提供して、利用者にサービスの選択を求めるも
のとする。
③介護支援専門員は、利用者の自宅等を訪問し利用者及びその家族の置かれた状況
等を考慮して、課題の分析を居宅サービス計画ガイドラインを標準とした定められた方式
により行い、利用者に提供されるサービスの目標、その達成時期、サービスを提供する
上での留意点等を盛り込んだ居宅サービス計画の原案を作成する。
④介護支援専門員は、前項で作成した居宅サービス計画の原案に盛り込んだ指定居
宅サービス等について、保険給付の対象となるか否かを区分した上で、その種類、内容、
利用料等について利用者及びその家族等に対して説明し、同意を得た上で決定する。

（１）　名　　　称　

豊仙苑居宅介護支援事業所運営規程

　　　　（事業の目的）

　　　　（運営の方針）

る。

　　　　（事業所の名称等）

（２）　所　在　地

　　　　（職員の職種、員数及び職務内容）

（１）　管理者

　　　　（営業日及び営業時間）

（１）　営　業　日

（２）　営業時間

　　　　　（居宅介護支援の内容及び利用料金等）

（１）　市町からの委託を受けて行う訪問調査
（２）　居宅サービス計画の作成



（３）　介護保険施設の紹介
利用者が居宅において日常生活を営むことが困難となった場合又は利用者が介護保険
施設への入所を希望した場合においては、介護保険施設への紹介等の便宜を提供す
る。
（４）　要介護認定または要支援認定にかかる認定申請または認定更新申請手続きの代

2  第７条に定める通常の事業の実施地域で行う居宅介護支援に要した交通費は、無料と
する。

3  第一項の支払いを受ける場合、通常の実施地域を超えて行う場合の交通費は、自費と
する。なお、自動車を使用した場合の交通費は次の額とする。
（１）通常実施地域を超えた時点から片道1㎞あたり25円の支払いを受けるものとする。

4  利用者の相談、サービス担当者会議等に対応する場所は、居宅介護支援事業所の相
談室とする。ただし、利用者希望により利用者の居宅等においても行う。

　第７条

① 磐田市
②
③ 森町
④ 浜松市　　（天竜区二俣町・山東

　　　　　　　浜名区上島・中瀬・永島）

　　　　(虐待の防止のための措置に関する事項）
第8条  事業所は、虐待の発生またはその再発を防止するため、以下の措置を講じる。　

(1) 虐待の防止のための対策を検討する委員会を設置し定期的に開催するとと
    もに、その結果について、職員に周知徹底を図る。
(2) 虐待の防止のための指針を整備する。
(3) 職員に対し、虐待の防止のための研修を定期的に開催する。
(4) 前3号に掲げる措置を適切に実施するための担当者を置く。

2   虐待又は虐待が疑われる事案が発生した場合には、再発の確実な防止策を講
じるとともに、市町へ報告する。

　　　　（その他の運営についての重要事項）
第9条 　事業所は、従業者の資質向上を図るための研修の機会を次のとおり設けるものとし、ま

た、業務体制を整備する。
（１）　採用時研修 試用期間満了後３ケ月以内
（２）　継続研修 年2回以上

2 　従業者は業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持する義務を負う。
3 　従業者であった者は、従業者でなくなった後においても、引き続き前項に規定する義務

を負う。
4 　従業者は、その勤務中常に身分を証明する証票を携行し、利用者又は家族から求めら

れたときは、これを提示する。
5 　この規程に定める事項の外、運営に関する重要事項は社会福祉法人長生会が定める

諸規程に照らし長生会と事業所の管理者との協議に基づいて定めるものとする。

附　則
この規程は、平成11年10月1日から施行する。
附則
この規程は、平成11年11月1日から施行する。
附則
この規程は、平成1５年４月1日から施行する。
附則
この規程は、平成18年４月1日から施行する。
附則
この規程は、平成18年５月1日から施行する。
附則
この規程は、平成19年4月1日から施行する。
附則

　　　　（通常の事業の実施地域）

行

 通常の事業の実施地域は、次の地域とする。
(1)　居宅介護支援の実施地域

袋井市



この規程は、平成22年4月1日から施行する。
附則

附則

附則
この規程は、平成26年3月1日から施行する。
附則
この規程は、令和6年2月1日から施行する。
附則
この規程は、令和6年4月1日から施行する。

この規程は、平成24年9月1日から施行する。

この規程は、平成23年4月1日から施行する。


